
自分らしく生きるって？

【はじめに】

最近SNSで、重度の自閉症の兄弟がいることで恋人から「結婚は考えられない
かもしれない」と別れを切り出されたきょうだい児の投稿を目にした。

この投稿が拡散され、これに対してたくさんの意見が投稿されていたのだが、その
中に「『自分の人生を生きて』『人生の主人公は自分』と言うけど、結局は親・兄弟
の病気や障害が原因で自分の人生を生きられない。どこが『自分の人生』なの？」
という内容の投稿があり、鮮烈に印象に残った。

難しい問題であるのは承知の上で、きょうだい児が「自分らしく生きる」ためには
どうすればいいのか、私なりに考えてみることにした。



きょうだい児とは

病気や障害のある兄弟姉妹がいる人
たちのことを「きょうだい児」という。

「きょうだい児」は、幼い頃から親が兄
弟姉妹のケアに追われて寂しさを感
じたり、兄弟姉妹の行動に恥ずかしさ
を感じたりするなど、特有の悩みを抱
えるケースがあるといわれている。

そしてその悩みは、幼少期のみならず、
成長して進学や結婚、親が亡くなった
後まで続く場合もある。



きょうだい児への支援の例

• きょうだい支援を広める会

悩みの共有や情報交換に加えて、アメリカで開発されたきょうだい児の支援
プログラムを提供している。

• Sibkoto(シブコト）

英語で兄弟姉妹の意味の「Sibling（シブリング）」とコト（事・言葉）を合わ
せて、「きょうだいのコトをきょうだいのコトバで語ろう」という思いが込められ
ている。きょうだい児のリアルな体験や声を集め、きょうだい児同士がつなが
り合い、自分らしく生きていくためのヒントにしてもらうことを目指している。



自分らしく生きるって？

【おわりに】

きょうだい児が抱える悩みを少しでも減らすための取り組みとして、きょうだい児が
気軽に相談できるような仕組みづくりを行うこと、障がいやきょうだい児への理解を
深める学習を行うことや、日常的に障がい者と接する時間を作ること、親やきょうだ
い児へのケアや情報提供ができる体制を整えることなどが挙げられるが、まだまだ
日本の障がい者福祉に課題があることが現状である。これらの支援を実施するた
めにも世間の認知を広め、きょうだい児が「援助者」としての役割負担を軽減でき
るような社会体制を整える必要がある。

また、わたしたちにできることは、きょうだい児について知ること、きょうだい児の話
を聞くことだと思う。

参考文献

NHK首都圏ナビ きょうだい児「自由に」ってどう生きる？「好きに生きて」に傷ついた | NHK

きょうだい児とは？抱えるストレスや結婚・愛着障害などの悩み・支援状況を解説 - SDGsメディア
『Spaceship Earth（スペースシップ・アース）』

https://www.nhk.or.jp/shutoken/wr/20230522a.html
https://spaceshipearth.jp/siblings/

	スライド 1: 自分らしく生きるって？
	スライド 2: きょうだい児とは
	スライド 3: きょうだい児への支援の例
	スライド 4: 自分らしく生きるって？

